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惑星における福射エントロピーの吸収,放出の収支から,各惑星におけるエントロピー生成


































するエネルギーEl およびエントロピー Sl に等 しい.半径Rの球面上での編射のエネルギー



































32- Ei o T l- 3Tl
である｡ここにEは放射率｡
大気一地球がェネルギー的に定常であるとすると, [吸収するエネルギー]-[放出するエ







































地表に種々の秩序構造を形成 し維持 して行 く能力を有することになる｡
大気一地表がェントロピー的に定常であるとすると,この負のエントロピーの流れ deS/dt
を打消 してエントロピーの変化をゼロとするような,正のエントロピー生成 d乙S/dtが存在 し
なければならない｡すなわち,大気一地球に,
















ぐ1 α rl diSt
[J/cm2.S] [K] [J/cm2.S.K]
水 星 0.9310 0.058 443 6.09× 10~4
金 星 0.2667 0.77 228 8.62×10~5
地 球 0.1395 0.30 256 1.21× 10~4
火 星 0.6011× 10~1 0.20 215 7.19× 10~5
木 星 0.5154× 10~2 0.42 107 9.13×10-6
土 星 0._1533×10~2 0.76 63 1.91× 10~6
天 王 星 0.3788 ×10-3 0.93 33 2.67×10~7
海 王 星 0.1544× 10-3 0.84 32 2.53× 10~7
冥 王 星 0.8926× 10~4 0.14 43 5.92×10-7

















である｡これらのうち,約 30%は,空気,雲,地表により反射 されて宇宙空間-去 り,約 19
70が空気,雲によって吸収され,残 りの約 51%が地表に吸収される8,ll). 入射 した太陽福射







び大気酪肘のエネルギーの流れの様子を [kJ/cm2･yr]を単位 として表わしたものを図 2に示
す8･11)0






























となる.そのうち, (66/1078)×100-6.170 すなわち 316[J/cm2･yr･K]は宇宙空間
に放出され, (1012/1078)×100-93.9% すなわち 4842LJ/cm2･yr･K]は大気に吸
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ll) 小倉義光,気象力学通論,第 8章 (東京大学出版会, 1978).
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